
応 募 要 項

第２回 全国高校生英語スピーチコンテスト

主 催 大阪国際大学

■趣旨

「英語」を使って自分の考えを発表する場を設け、高校生の英語コミュニケーション能力の

向上並びに高等学校の英語教育の推進と、大阪国際大学の特色ある英語教育・国際教育の一

端を、高校生をはじめ広く社会の皆さまに知っていただくことを目的として「英語スピーチ

コンテスト」を開催します。

■応募資格

１．全国の高等学校在校生（学年は問いません）

２．但し、以下の要件に該当する者は、除きます。

（１）英語を母語とする者、もしくは英語を第一言語または公用語とする国の出身者。

（２）２年以上継続して外国（英語圏）に滞在した事がある者。

■本選までの流れ

項目 日程

応募期間 平成２６年７月２２日（火）～１０月３日（金）【消印有効】

予備選考の結果通知 平成２６年１１月１４日（金）までに通知

本選
平成２６年１２月２１日（日）

【開催時間】１３：３０～１６：００

※予備選考を通過した者のみ、本選に出場できます。

※本選出場者（本人）の会場（大阪国際大学 守口キャンパス）までの往復の旅費は主催者が負

担します。出場者は原則、本選の当日に公共交通機関を利用し、日帰りで参加してください。

但し、近畿 2府 4県以外の地域等の出場者については、事務局と出場者で調整いたします。

■スピーチの課題

次の３つのテーマから 1つ選び、自分自身の題名をつけてスピーチを作成してください。

１．あなたはなぜ英語を勉強するのですか。

あなたは英語を勉強して何をしたいのでしょうか。英語力を活かして留学、そしてグローバル

企業で働くことでしょうか。それとも、国連に入って世界の人達のために働くことでしょうか。

あるいは、大好きな英語を教える先生になることでしょうか。あなたが英語を勉強する理由を

聞かせてください。

WhyWhyWhyWhy areareareare youyouyouyou studyingstudyingstudyingstudying English?English?English?English?

What do you hope to do with your English ability? Do you want to put your English ability to work

by working at a global corporation? Or, go to work for the United Nations helping people?

Or, become a popular and well-admired English teacher? Please tell us about your purpose for

studying English.



２．あなたは何にチャレンジしたいですか。

高校生のあなたにはさまざまな夢があることと思います。それは実現が難しいことかもしれま

せん。でもその夢を実現したいとは思いませんか。あなたの夢とそれにどのようにチャレンジ

したいのかを語ってください。

WhatWhatWhatWhat dodododo youyouyouyou wantwantwantwant totototo challenge?challenge?challenge?challenge?

As a high school student you probably have a number of dreams. They may be difficult to achieve.

However, you'd probably still like to achieve them anyway. Please explain about how you will take up

the challenge and achieve one or more of your dreams.

３．海外から日本への観光客を増やすためにはどうしたらよいでしょうか？

日本政府観光局（JNTO）の調べによると、2013年度の訪日外客数（海外から日本への観光客の

数）が 1036万 4千人と過去最高となりました。また、同年度に日本人の伝統的な食文化として

「和食」がユネスコ無形文化遺産として登録されています。日本政府や日系企業も様々な取り

組みを行っていますが、これからさらに訪日外客数を増やすために、あなたならどのような方

法を提案しますか？そのことについてスピーチしてください。

HowHowHowHow cancancancan wewewewe increaseincreaseincreaseincrease thethethethe numbernumbernumbernumber ofofofof touriststouriststouriststourists comingcomingcomingcoming totototo Japan?Japan?Japan?Japan?

According to the Japan National Tourist Organization (JNTO), the number of foreign tourists to Japan

reached 10,364,002 in 2013, the highest record in the history. In the same year , “washoku” or

Japanese traditional food was registered as a UNESCO intangible cultural heritage. Since then, the

Japanese government and companies have made efforts to increase the number of tourists coming to

Japan. What ideas do you have for further increasing the number of tourists ? Give a speech about

your ideas.

※1 スピーチで使用する言語は「英語」です。

※2 応募する内容は、未発表のものに限ります。

※3 応募は、1人 1件とします。

※4 スピーチは、4分以上 5分以内とします（本文のみで 4分以上 5分以内とし、氏名やタイトル紹

介部分はカウントしません）。

■応募方法

次の 3点を郵送もしくは宅配便にてお送りください。

１．スピーチコンテスト申込書（指定様式：本学ホームページよりダウンロードください）

２．応募者自身のスピーチを録音した媒体（CDまたは MD）

・時間は 4分以上 5分以内（本文のみで 4分以上 5分以内とし、氏名やタイトル紹介部分

はカウントしません）。

・最初に「学校名、学年、氏名、スピーチのタイトル」を「日本語・英語」の順に録音し

てください。

・媒体には「学校名、学年、氏名、スピーチタイトル」を明記してください。

・未使用の媒体に録音してください。

・ノーマルスピードで録音し、提出前に必ず録音状態を確認してください。

・１本の媒体につき１名の録音としてください。

・録音したものは誤消去防止の処置をしてください。

・ MＤは必ず SPモードで録音して応募してください。



※録音されていない、録音状態が悪く聞き取れないなどの不具合があった場合は、応募書類不備（選考対

象外）として扱いますのでご承知ください。

※本選出場した際、予備選考時に提出した録音データの人物と異なった場合、失格とします。

３．スピーチ原稿

・ワープロ、パソコンを使用して、作成してください。

・ A4判の用紙をタテに使用し、行間は１行以上を空けて作成してください。

・原稿が複数枚になる場合、原稿下部中央にページ数をふり、クリップで留めてください

（ホチキス留めはしないでください）。

・原稿の最初に、「学校名、学年、氏名、スピーチのタイトル」を「日本語と英語」で記入

してください。

・本選出場の際には、パソコンに取り込める文書（Microsoft Word形式またはテキスト形

式）を提出してください。

※提出された書類、資料、写真等は返却できませんのでご了承ください。

※応募されたスピーチ原稿の版権は、主催者に帰属します。

■表 彰

賞 人数 内容

第 1位 １名 賞状、楯、賞金（１０万円分の旅行券）

第 2位 １名 賞状、賞金（ ５万円分の旅行券）

第 3位 １名 賞状、賞金（ ３万円分の旅行券）、

敢 闘 賞 １名 賞状、賞金（ １万円分の図書券）

※本選出場者には、参加賞として図書券（1,000円分）と本学オリジナルグッズセットを

贈呈します。

※応募された方全員（本選出場者を除く）に、応募記念品として本学オリジナルグッズを

贈呈します。

■書類の提出・問い合わせ先

応募書類の提出及び実施内容についてのお問い合わせは、下記までお願い致します。

〒５７０－８５５５

大阪府守口市藤田町６－２１－５７

大阪国際大学 入試･広報部内 全国高校生英語スピーチコンテスト係

TEL：06-6907-4310 FAX：06-6907-4330

E-mail：nyushi@oiu.ac.jp

■著作権

大会に関する記録（スピーチ原稿、審査結果、主催者が撮影した動画及び静止画、その他）

について、その権利は全て主催者に帰属します。


